
第 5 回宮崎県ミニバスケットボール地区別対抗戦 実施要項 

 

主     催    一般社団法人宮崎県バスケットボール協会 

主     管    一般社団法人宮崎県バスケットボール協会 U12 部会 

後     援    日本教育シューズ協会 

協     賛    株式会社 オンザコート 株式会社フープスターサカイ 

 

１ 期    日   令和 2 年 12 月 12 日(土), 13 日(日), 19 日(土), 20 日(日) 

２ 会    場   佐土原体育館（12 日, 13 日）綾てるはドーム（1９日, ２０日） 

３ 大 会 役 員   大 会 会 長 上元 康正 

大 会 副 会 長 米田 史彦   山川 裕彦 

大 会 委 員 長 河野 光治 

大会副委員長      兒玉 哲美   岩元 真史 

４ 参 加 資 格 (１) 令和２年度に Team JBA に登録していること. 

(２) スポーツ安全保険に加入しており、参加することに対し保護者の承諾を得ていること。 

(３) C 級以上の帯同審判とコミッショナー講習会を受講したコミッショナーを１名確保できるチーム 

５ チ ー ム 編 成  (１) コーチ 1 名、アシスタントコーチ２名、スコアラー１名、マネージャー１名、お世話係２名、選手は事前に指定した人

数とする。スコアラー、マネージャー及びお世話係は選手の保護者が行うものとする。 

              (２) コロナウイルス感染症対策として、試合中の選手の手指などの消毒や試合終了後の消毒・清掃のために保護者代

表 2 名（お世話係) をベンチに出入りできるようにする。ただしベンチに座ることはできない。 

６ 競 技 方 法  リーグ戦を行う。（順位は決定しない)  

７ 競 技 規 則  (１) JBA 2007 ミニバスケットボール競技規則・2019 年度 U12 カテゴリー新ルール変更点に準ずる。ただし第４ 

クォーター終了時に同点の場合においてオーバータイムは実施しない。 

(２) 「マンツーマンディフェンスの基準規則(2019 年 2 月 21 日) 」および「マンツーマンコミッショナーの設置および 

競技会(試合) における運用について(2019 年 12 月 15 日版) に準ずる。 

(３) 試合時間は次の通り、６分－1 分－６分－（５分) －６分－1 分－６分とする。 

(４) 出場に関しては、2019 年度以降の U12 カテゴリーにおける競技規則の一部変更に関する資料一式 

 「８人以上による試合成立と交代について」の通知を適用する。 

(５) 必ず各試合に C 級以上の審判２名以上とコミッショナー講習会を受講したコミッショナー１名以上を配置する。 

８ 代表者会議   試合当日の朝の代表者会議は行わない。基本規定事項等を十分に守ること。 

              受付時に保護者代表又は指導者は連絡用ボード又はテーブルにある連絡事項を確認し周知すること。 

９ 開 ・閉 会 式    開会式及び閉会式は行いません。 

 

 

 

 

 

 

12 感 染 症  (１) 「【宮崎県 U12 部会】コロナウイルス感染症対策のお願い 第４版」を基に各チームで感染症対策を行うこと。 

(２) 「【地区対抗戦】 コロナチェックシート」の該当するシートを必ず来場時に提出すること。 

(３) 本大会でコロナウイルス感染症の感染やクラスターが発生した場合は、大会が中断・中止になることがある。 

13 W E B 配 信  (１) (一社) 宮崎県バスケットボール協会にて動画配信の予定。 

             (２) 本大会の大会申込をもって、承諾とみなすが諸事情により配信に不都合がある場合は地区理事を通じて U12 部 

会に申し出ること。 

14 そ の 他  (１) 大会中の事故及び感染症については、主催者は責任を負わない。 

(２) 本要項に加え、大会運営について以下の内容を別紙にまとめたので大会前に必ず目を通し、取り組むこと。 

   ① 年間共通理解事項（大会基本規定事項)  

   ② 第５回宮崎県ミニバスケットボール地区別対抗戦 各会場での注意事項（佐土原体育館・綾てるはドーム)  

(３) 忘れ物については、主催者は預からない。施設に問い合わせる等、各チームで対応すること。 

10 参 加 申 込    所定のファイル（大会プログラムのデータ）に記入し、総務部：本薗にメールに提出。【締め切り：１２月４日】        

11 経 費    参加料は 15,000 円 大会当日に受付時に会計部に提出。 

※チームの試合参加に要する経費はチーム負担とする。           

大会プログラムは作成しない。その代わりに、大会プログラムのデータを出場申し込みチームの PC アドレスに返送するので 

各チームで必要な部分を印刷して使用すること。※大会プログラム掲載に当たり、各チームで了解を得ておくこと。 


